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 11 月 3 日の深夜、台湾では突如、馬英九総統が中国の習近平国家主席と会談を行うとのスクー







統から敵視されている。むしろ、今回の会談は、2014 年 12 月の統一地方選挙の敗北で党主席を
引責辞任し、与党の立法委員（議員）に対する締め付けの手段を失った馬英九総統にとって、唯
一残しうる「歴史的な業績」であった。 
 馬英九総統が中国側との首脳会談に言及したのは、2013 年 8 月である。馬英九総統は「2014
年に中国で開催される APEC 首脳会議に合わせて、中国を訪問し、同会議に出席し、中国の習近
平国家主席と会談する」との 3 点セットを政策目標として掲げた。そのうえで、習近平国家主席
から台湾の TPP 参加の容認や RCEP 参加への協力を取り付けることで、外交成果としようとし
た。 
 しかし、会談後の 11 月 9 日、馬英九総統は首脳会談のアイデアが中国側から提案されたものだ
 http://www.ide.go.jp 





際は 2 年間温めた案件だ」と返答した中で明らかにされた。 
 また、今回のタイミングでの首脳会談実現も中国側が意欲を示したものだったという。夏言明





って検討する」ことになったという 5。後述するように、台湾側は今年 3 月の時点でシンガポー
ル側に協力する意向があることを確認済みであった。 
















たのは、馬英九政権が発足した 2008 年の連戦・元副総統の派遣が初めてであった。 
 もし、APEC 首脳会議に現役の総統が出席するということであれば、画期的な外交成果として
評価された可能性もある。しかし、中国は台湾と政治分野での交渉、協定の締結を望んでいる。














































































































































































とに賛成したという 18。これは、夏言明大陸委員会主任委員が 4 日に述べたものだが、調査
結果の詳細は「大陸委員会の内部資料である」として公開されなかった 19。とはいえ、この
 http://www.ide.go.jp 










































http://www.ide.go.jp  Copyright (C) JETRO. All rights reserved. 
 
8 
まり寄与しない」（19.9%）と「まったく寄与しない」（19.4%）の合計が 39.3%を占めた 23。 
 首脳会談の継続を望む声は圧倒的に多く、今回の馬習会談にも評価する声が上回った。し
かし、馬習会談を評価しない声も 4 割近くに及び、少ないと言えない。 
(2-b)蘋果日報 
 11 月 8 日に実施。「馬習会談が昨日行われたが、両岸関係の実質的な進展を達成したと思
うか」との質問に対して、「達成していない。既出事項を改めて述べただけで、実質的な新展
開はなかった」が 47.51%に対して、「達成した。指導者が会ったことは、両岸関係における












民進党主席への支持が 46.7%と 10 月の調査結果（41.6%）からさらに増加し、朱立倫国民党






























減少し、国民党支持者（27%）が 1%増加した 27。 
(2-f)国民党立法院党団（議員団）（旺旺中時媒体集団傘下の艾普羅民調公司に委託） 
 1 月 7 日の午後 5 時から 10 時実施。 
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1 中国やシンガポールでは「習馬会」と呼ばれている。 
2 「小英談馬習會：不在乎人民 燒再多金紙也沒用」2015 年 11 月 6 日（自由時報ウェブサイト）。 
3 「獨家》馬總統 7 日密訪新加坡 「馬習會」不期而遇」2015 年 11 月 3 日（自由時報ウェブサイト）。 
4 「總統接見第一屆「國家金璽獎」得獎代表」2015 年 11 月 9 日（中華民国総統府ウェブサイト）。 
5 「十月夏張會洽談馬習會 夏立言辯稱閒聊」『自由時報』2015 年 11 月 5 日。 
6 「特寫：夏立言參訪廣州看到中華民國國旗」2015 年 10 月 14 日（BBC 中文網ウェブサイト）。 
7 「習近平拍板 主動拋「馬習會」」2015 年 11 月 5 日（中時電子報ウェブサイト）。 
8 「习马会获中共高层支持」2015 年 11 月 7 日（［シンガポール］聯合早報ウェブサイト）。 
9 王寓中「李光耀牽線 2013 馬原定迷航 飛星見習近平」『自由時報』2015 年 11 月 10 日、 
「從生到死穿針引線‧李光耀促成習馬會」『星洲日報』（マレーシア）2015 年 11 月 4 日。 
10 「馬習會》李顯龍會後邀「喝茶敘舊」馬總統臉書留言致謝」2015 年 11 月 8 日（風傳媒ウェブサイト）。 
11 中国と台湾が 1992 年に双方の公文書の扱いをめぐり、記載された国名や官庁、要人などの名称、台湾で使われる「民国」の
年号などを容認することで合意した。国民党によれば、これを拡大解釈し、中台関係や双方の地位にまで適用することに中国も
同意したといわれる。 
12 「台湾記者臨場換通行証」『聯合早報』（シンガポール）2015 年 11 月 08 日。 
13 「蔡：不應該限縮人民選擇權」『自由時報』2015 年 11 月 10 日。 
14 姜皇池「【馬習會】總統竟成中國攻擊手」『自由時報』2015 年 11 月 9 日。 
15 「馬習會撤飛彈釋善意？ 學者：隨時可再裝回去」2015 年 11 月 7 日（自由時報ウェブサイト）、 
「飛彈非對台？立委批馬天真如媽寶」『自由時報』2015 年 11 月 9 日。 
16 「中國飛彈非對台？國防部：部署是事實」2015 年 11 月 9 日（自由時報ウェブサイト）。 
17 「馬向習『告狀』：飛彈成反對黨口實」『自由時報』2015 年 11 月 10 日。 
18 「馬習會 夏立言：8 成以上民眾支持」2015 年 11 月 4 日（自由時報ウェブサイト）。 
19 「陸委會民調：逾 8 成支持馬習會 但細節不公開」2015 年 11 月 4 日（新頭殼 newtalk ウェブサイト）。 
20 「《蘋果》民調 過半民眾不支持馬習會」2015 年 11 月 5 日（台湾蘋果日報ウェブサイト）。 
21 「民進黨公布民調結果 高達 65.9％民眾不信任馬總統處理兩岸關係的能力」2015 年 11 月 6 日（民進党ウェブサイト） 
22 「馬習會議題民調」2015 年 11 月 5 日（TVBS ウェブサイト）。 
23 「馬習會後民調／不認九二共識？ 六成民眾憂未來兩岸生變」2015 年 11 月 9 日（NOWnews 今日新聞ウェブサイト）、 
「馬習會後民調／兩岸議題 學者：藍軍支持者將歸隊」2015 年 11 月 9 日（NOWnews 今日新聞ウェブサイト）。 
24 「蘋果民調：馬習會昨落幕，您認為是否有達成兩岸關係實質進展及成果？」『蘋果日報』2015 年 11 月 9 日。 
25 「實地街訪！馬習會後政黨傾向 藍綠板塊逐漸鬆動」2015 年 11 月 8 日（三立新聞網ウェブサイト）もしくは 
「【馬習會】助台？三立民調 35%不滿馬英九表現｜三立新聞台」2015 年 11 月 8 日（Youtube 上の動画）、 
「馬習會後 《三立民調》：蔡英文支持度首突破 45%」2015 年 11 月 9 日（三立新聞網ウェブサイト）、 
「馬習會加分國民黨選情？ 《三立民調》顯示台灣人不買帳」2015 年 11 月 9 日（三立新聞網ウェブサイト）。 
26 「聯合報民調／馬習會 滿意 37.1% 不滿意 33.8%」『聯合報』2015 年 11 月 9 日。 
27 「馬習會後相關議題與總統大選民調」2015 年 11 月 8 日（TVBS ウェブサイト）。 
28 「國民黨團民調：46.1％贊成馬習會」2015 円 11 月 8 日（中央社ウェブサイト）。 
（注）本稿におけるウェブサイトの参照は、2015 年 11 月 17 日時点のものである。 
